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1．はじめに
当館では、 毎年秋に特定のテーマに沿った 「特別展」 を開催している。ここでは 2017(平成29) 年 10 月 6






後　援 ： 日本中国学会第 69 回大会準備会
協　力 ： うるま市立中央図書館 ・ 市立米沢図書館
会　期 ： 2017 年 10 月 6 日（金）～ 11 月 14 日（火）[32日間]
会　場 ： 山形大学附属博物館、小白川図書館
( 小白川図書館）
休 館 日  ： なし
開館時間 ： 8 時 15 分から 21 時まで（平日）、11 時から 18 時まで（土日祝日）
( 附属博物館）
休 館 日  ： 土曜、日曜、祝日（ただし、10 月 7 日（土）、8 日（日）、14 日（土）、21 日（土）、22 日（日）、
                 28 日（土）は臨時開館日とする。）
開館時間 ： 9 時 30 分から 17 時まで（平日）、11 時から 17 時まで（土日）
来場者数 ： 2,942 人
関連行事 ： （１）ギャラリートーク
日   時 ： 2017 年 10 月 6 日（金）17:00 ～ 17:40、5 日（土）12:30 ～ 13:10
講   師 ： 高津　孝（鹿児島大学法文学部教授）
会   場 ： 小白川図書館 1 階
参加者 ： 6 日　35 人、7 日　41 人
（２）特別講演会　「伊佐早謙と林泉文庫  ―知の巨人とその蔵書―」
日   時 ： 2017 年 10 月 19 日（木）16:30 ～ 18:00
講   師 ： 青木　昭博（市立米沢図書館郷土資料担当）
会   場 ： 人文社会科学部 1 号館 1 階 103 教室
参加者 ： 75 人
2．本学に収められた林泉文庫




米沢図書館に寄託されていた。戦後 1954(昭和29) 年に市立米沢図書館、 瑞龍院龍門図書館、 米沢女子短
期大学附属図書館、 本学附属図書館（現小白川図書館）の教育学部分館がそれぞれ購入した。数所に分散し
て収蔵されたため、 膨大な文庫の全体像が見えにくくなっている。本学では、 和 ・ 漢の古典籍を中心に収蔵
している。資料の登録は、1955(昭和30) 年 11 月に完了し、その後は書庫内で保管されてきた。本学が書籍を
購入した経緯については不明だが、 購入に際し同学部所属で初代附属博物館長の長井政太郎教授 (1952～
70：昭和27～45館長在任) が深く関わっていると推察される。本展では、本館所蔵の約 1,170 タイトルの中から、
貴重な琉球 ・ 沖縄関係資料を初めて公開した。本展は 4 つの章からなり、第一 ・ 二章を附属博物館、第三 ・
四章を小白川図書館に割り当てた。各章の詳細は次のとおりである。
3．展示構成
第一章 上杉茂憲と琉球 (会場 ： 附属博物館)
第二章 伊佐早謙の様々な顔 郷土史家 ・ 漢詩人 ・ 教育者 ・ 図書館人 (会場 ： 附属博物館)
第三章 林泉文庫の世界 (会場 ： 小白川図書館)
第四章 うるま市立中央図書館の琉球関係資料調査 (会場 ： 小白川図書館)
3.1. 第一章 上杉茂憲と琉球
伊佐早が沖縄へ赴く契機となった米沢藩第 13 代藩主、 上杉茂憲 (1844～1917 ： 弘化元～大正6) と琉球の
関係について述べている。茂憲は、1871（明治4）年廃藩置県により東京へ移住、その後、英国遊学を終えると


























ションである。その蔵書は、 遺言により一度上杉家に寄贈され、 1938(昭和13) 年以降、 市立米沢図書館に寄
託されたが、戦後 1954(昭和29) 年に市立米沢図書館、瑞龍院龍門図書館、米沢女子短期大学附属図書館、
本学附属図書館（現小白川図書館）の教育学部分館がそれぞれ購入した。その結果、 数所に分散して収蔵さ
れたため膨大な文庫の全体像が見えにくくなっている。本学では、 和 ・ 漢の古典籍を中心に収蔵。 1955(昭
和30) 年 11 月に登録が完了して以来、 館内書庫で眠り続けてきた。師範学校在職の縁もある彼の貴重な蔵
書を本学が購入した経緯は不明だが、 購入に際し同学部所属で初代附属博物館長の長井政太郎教授が関
係していると推察される。
第三 ・ 四章は、 小白川図書館 1 階のグループワークエリアを会場にした。会場の出入口上部には、 林泉
文庫扁額の原寸大パネルを設置し、壁面には伊佐早と山形大学のつながりを紹介するコラムパネル、学生が






野川敦館長や鹿児島大学法文学部の高津孝教授らである。2013（平成25）年6 ・ 7 月に行われた小白川図書
館調査では、 約 28 点にのぼる琉球 ・ 沖縄関係資料の存在を明らかにした。調査成果は、 『蔡大鼎「伊計村
遊草」等調査研究事業研究成果報告書』（沖縄県うるま市教育委員会2015年）に詳しくまとめられ、 市民対象の
小冊子『うるま　漢詩ロード散策』が 5 号まで発行されている。
2014 年 3 月に開催された史料展示会 「蔡大鼎がつないだ縁 『伊計村遊草』 との出逢い―大陸と琉球と山










えし、小白川図書館展示エリアで 10 月 6 日（金）17:00
～ 17:40、5 日（土）12:30 ～ 13:10 の 2 回実施した。会
場内は、学生や地域住民の参加者で溢れた。また、本




だいた。参加者人数は 6 日 35 名、7 日 41 名であった。
（2）特別講演会　「伊佐早謙と林泉文庫  ―知の巨人とその蔵書―」
























主　　　催 ： 山形大学小白川図書館 ・ 山形大学数学教育研究センター ・ 山形大学附属博物館
開催期間 ： 2017 年 8 月 11 日（金 ・ 祝）～ 9 月 29 日（金）
休 館 日 ： 土曜、日曜、祝日（8 月 11 日（金 ・ 祝）、26 日（土）、27 日（日） は開館
会　　　場 ： 山形大学小白川図書館１階
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遊草」等調査研究事業研究成果報告書』（沖縄県うるま市教育委員会2015年）に詳しくまとめられ、 市民対象の
小冊子『うるま　漢詩ロード散策』が 5 号まで発行されている。
2014 年 3 月に開催された史料展示会 「蔡大鼎がつないだ縁 『伊計村遊草』 との出逢い―大陸と琉球と山










えし、小白川図書館展示エリアで 10 月 6 日（金）17:00
～ 17:40、5 日（土）12:30 ～ 13:10 の 2 回実施した。会
場内は、学生や地域住民の参加者で溢れた。また、本




だいた。参加者人数は 6 日 35 名、7 日 41 名であった。
（2）特別講演会　「伊佐早謙と林泉文庫  ―知の巨人とその蔵書―」
























主　　　催 ： 山形大学小白川図書館 ・ 山形大学数学教育研究センター ・ 山形大学附属博物館
開催期間 ： 2017 年 8 月 11 日（金 ・ 祝）～ 9 月 29 日（金）
休 館 日 ： 土曜、日曜、祝日（8 月 11 日（金 ・ 祝）、26 日（土）、27 日（日） は開館
会　　　場 ： 山形大学小白川図書館１階
































当館では、 毎年秋に特定のテーマに沿った 「特別展」 を開催している。ここでは 2017(平成29) 年 10 月 6






後　援 ： 日本中国学会第 69 回大会準備会
協　力 ： うるま市立中央図書館 ・ 市立米沢図書館
会　期 ： 2017 年 10 月 6 日（金）～ 11 月 14 日（火）[32日間]
会　場 ： 山形大学附属博物館、小白川図書館
( 小白川図書館）
休 館 日  ： なし
開館時間 ： 8 時 15 分から 21 時まで（平日）、11 時から 18 時まで（土日祝日）
( 附属博物館）
休 館 日  ： 土曜、日曜、祝日（ただし、10 月 7 日（土）、8 日（日）、14 日（土）、21 日（土）、22 日（日）、
                 28 日（土）は臨時開館日とする。）
開館時間 ： 9 時 30 分から 17 時まで（平日）、11 時から 17 時まで（土日）
来場者数 ： 2,942 人
関連行事 ： （１）ギャラリートーク
日   時 ： 2017 年 10 月 6 日（金）17:00 ～ 17:40、5 日（土）12:30 ～ 13:10
講   師 ： 高津　孝（鹿児島大学法文学部教授）
会   場 ： 小白川図書館 1 階
参加者 ： 6 日　35 人、7 日　41 人
（２）特別講演会　「伊佐早謙と林泉文庫  ―知の巨人とその蔵書―」
日   時 ： 2017 年 10 月 19 日（木）16:30 ～ 18:00
講   師 ： 青木　昭博（市立米沢図書館郷土資料担当）
会   場 ： 人文社会科学部 1 号館 1 階 103 教室
参加者 ： 75 人
2．本学に収められた林泉文庫




米沢図書館に寄託されていた。戦後 1954(昭和29) 年に市立米沢図書館、 瑞龍院龍門図書館、 米沢女子短
期大学附属図書館、 本学附属図書館（現小白川図書館）の教育学部分館がそれぞれ購入した。数所に分散し
て収蔵されたため、 膨大な文庫の全体像が見えにくくなっている。本学では、 和 ・ 漢の古典籍を中心に収蔵
している。資料の登録は、1955(昭和30) 年 11 月に完了し、その後は書庫内で保管されてきた。本学が書籍を
購入した経緯については不明だが、 購入に際し同学部所属で初代附属博物館長の長井政太郎教授 (1952～
70：昭和27～45館長在任) が深く関わっていると推察される。本展では、本館所蔵の約 1,170 タイトルの中から、
貴重な琉球 ・ 沖縄関係資料を初めて公開した。本展は 4 つの章からなり、第一 ・ 二章を附属博物館、第三 ・
四章を小白川図書館に割り当てた。各章の詳細は次のとおりである。
3．展示構成
第一章 上杉茂憲と琉球 (会場 ： 附属博物館)
第二章 伊佐早謙の様々な顔 郷土史家 ・ 漢詩人 ・ 教育者 ・ 図書館人 (会場 ： 附属博物館)
第三章 林泉文庫の世界 (会場 ： 小白川図書館)
第四章 うるま市立中央図書館の琉球関係資料調査 (会場 ： 小白川図書館)
3.1. 第一章 上杉茂憲と琉球
伊佐早が沖縄へ赴く契機となった米沢藩第 13 代藩主、 上杉茂憲 (1844～1917 ： 弘化元～大正6) と琉球の
関係について述べている。茂憲は、1871（明治4）年廃藩置県により東京へ移住、その後、英国遊学を終えると


























ションである。その蔵書は、 遺言により一度上杉家に寄贈され、 1938(昭和13) 年以降、 市立米沢図書館に寄
託されたが、戦後 1954(昭和29) 年に市立米沢図書館、瑞龍院龍門図書館、米沢女子短期大学附属図書館、
本学附属図書館（現小白川図書館）の教育学部分館がそれぞれ購入した。その結果、 数所に分散して収蔵さ
れたため膨大な文庫の全体像が見えにくくなっている。本学では、 和 ・ 漢の古典籍を中心に収蔵。 1955(昭
和30) 年 11 月に登録が完了して以来、 館内書庫で眠り続けてきた。師範学校在職の縁もある彼の貴重な蔵
書を本学が購入した経緯は不明だが、 購入に際し同学部所属で初代附属博物館長の長井政太郎教授が関
係していると推察される。
第三 ・ 四章は、 小白川図書館 1 階のグループワークエリアを会場にした。会場の出入口上部には、 林泉
文庫扁額の原寸大パネルを設置し、壁面には伊佐早と山形大学のつながりを紹介するコラムパネル、学生が






野川敦館長や鹿児島大学法文学部の高津孝教授らである。2013（平成25）年6 ・ 7 月に行われた小白川図書
館調査では、 約 28 点にのぼる琉球 ・ 沖縄関係資料の存在を明らかにした。調査成果は、 『蔡大鼎「伊計村
遊草」等調査研究事業研究成果報告書』（沖縄県うるま市教育委員会2015年）に詳しくまとめられ、 市民対象の
小冊子『うるま　漢詩ロード散策』が 5 号まで発行されている。
2014 年 3 月に開催された史料展示会 「蔡大鼎がつないだ縁 『伊計村遊草』 との出逢い―大陸と琉球と山
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清　欽天監印造 1846(道光26)年刊 蔡大鼎旧蔵？、林泉文庫 小白川図書館
陳惕園先生童子摭談
(琉球版本)
清　陳庚煥 撰 1844(道光24)年刊 浦添朝顯旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
呈文 琉球　編者不詳 琉球　古写本 林世勲旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
呈文 琉球　編者不詳 琉球　古写本 阮永吉旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
呈文 琉球　編者不詳 琉球　古写本 林世勲旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
呈文集 琉球　蔡大鼎 輯 琉球　古写本 蔡大鼎旧蔵？、林泉文庫 小白川図書館
南島志 新井白石 撰 1719(享保4)年序　1856(安
政3)年刊？
窪田蔵書印あり、林泉文庫 小白川図書館
閩雑記 清　施鴻保 撰 1878(光緒4)年刊 林世功旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
北燕游草 琉球　蔡大鼎 撰 1873(同治12)年刊 林世功旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
琉球学士手抄 琉球　編者不詳 琉球　古写本 林泉文庫 小白川図書館
琉球三十六嶋之図 林子平 写本 林泉文庫 小白川図書館
琉球史料目録 沖縄県立図書館編 1924(大正13)年刊 小白川図書館
琉球正使毛國棟詩 編者不詳 琉球　古写本 蔡徳昌旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
琉球征伐記 著者不詳 古写本 旧蔵者不詳、林泉文庫 小白川図書館
琉球藩史 小林居敬 編次　青江秀刪 補 1874(明治7)年刊 林泉文庫 小白川図書館
琉球由来記 琉球　編者不詳 琉球　古写本 林泉文庫 小白川図書館
林世功遺稿 編者不詳 琉球　1913年以降写本 林泉文庫 小白川図書館




意山堂詩集(複製本) 清　楊夢鯉(南叟甫) 撰 うるま市立中央図書館
2015(平成27)年　複製本
小白川図書館
官生鄭孝徳詩文集(複製本) 琉球　鄭孝徳 撰 うるま市立中央図書館
2015(平成27)年　複製本
小白川図書館
北燕游草(複製本) 琉球　蔡大鼎 撰 うるま市立中央図書館
2015(平成27)年　複製本
小白川図書館





























タイトル 著者 場所・時期・形態 旧蔵者 所蔵者
上杉茂憲・兼夫婦と子ども達(パネル) 江崎礼二 1888(明治21)年7月1日　古写真 個人
伊佐早謙(パネル) 秋山写真館 (大正～昭和初期)　古写真 個人
絵葉書(沖縄県各地名所)5点 昭和初期 山形県立博物館






文官大礼服を着た上杉茂憲(パネル) 山本誠陽 1897(明治30)年代　古写真 個人
琉球楽譜　工工四拾遺目録 琉球　編者不詳 琉球　古写本 林泉文庫 小白川図書館
琉球三島并三十六嶋之図 林子平 書写者不詳 写本 林泉文庫 小白川図書館
琉球人登城並上野御宮参詣行列 琉球　編者不詳 琉球　古写本 林泉文庫 小白川図書館
伊佐早謙　肖像写真 昭和初期 個人
恩栄紀詩 伊佐早謙 撰 1925(大正14)年 個人
鶴城詩集（鶴城絶句抄） 伊佐早幸吉(謙) 輯 1879(明治12)年 小白川図書館




稿本清覧録 伊佐早謙 撰、米沢市役所　発行 1908(明治41)年 小白川図書館
樅軒稿 伊佐早謙(君益) 撰 1926(大正15)年 小白川図書館
西方君紀年碑拓本 伊佐早謙 撰、吉田善之助 刻 1899(明治32)年 長井市(文教の杜ながい）
山形県史　全4巻 山形県内務部 1920(大正9)年 長井政太郎旧蔵 小白川図書館
山形大学教育学部九十年誌 同編集委員会 1968(昭和43)年11月 小白川図書館
琉球文伝(沖縄県史料、近代) 伊佐早謙 輯 1983(昭和58)年 山形県立図書館
伊佐早謙採集文書（複製本） 伊佐早謙 1887(明治20)～99(明治32)年 小白川図書館
意山堂詩集 清　楊夢鯉(南叟甫) 撰 琉球　古写本 蔡大受旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
沖縄志　全5巻 伊地知貞馨 撰　重野安繹 校閲 1877(明治10)年 小白川図書館
鶴城絶句鈔 伊佐早謙 輯 1884(明治17)年 小白川図書館
官生鄭孝徳詩文集 琉球　鄭孝徳 撰 琉球　古写本 蔡徳懋旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
喜安日記 喜安入道蕃玄 撰 写本　1924年河野彦一書写 林泉文庫 小白川図書館
欽定国子監則例 清　官撰 清　1792(大正13)年刊 林世功旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
稿本清覧録 伊佐早謙 撰　米沢市役所 発行 1908(明治41)年 小白川図書館
言上書写 琉球　毛有增 撰 琉球　古写本 林泉文庫 小白川図書館
詩稿 琉球　林世勲 撰 琉球　古写本 林世勲旧蔵？、林泉文庫 小白川図書館
詩文稿 琉球　林世勲 撰 1868(同治7)年 林世勲旧蔵、林泉文庫 小白川図書館
樅軒絶句「飲風月楼」 宮本はるな 書 2017(平成29)年9月 個人
2017（平成29）年10月6日（金）～11月14日（火）
平成２９年度　山形大学小白川図書館・附属博物館 特別展
山形と沖縄をつないだ琉球漢詩文－近代山形最初の郷土史家、伊佐早謙が収集した「林泉文庫」の世界－　展示目録
※コーナー1・2は附属博物館、3・4は小白川図書館展示
※コーナーごと50音
2.伊佐早謙の様々な顔
郷土史家・漢詩人
 教育者・図書館人
1.上杉茂憲と琉球
3.林泉文庫の世界
